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厚生労働省には、どのような仕事があるのでしょうか。
専門的な職種に就いている人たちを紹介します。

獣医系技官【 第８回 】

獣医学分野の
公衆衛生の知識を活かし
国民の健康を守る

厚生労働省医薬・生活衛生局
生活衛生・食品安全企画課国際食品室

温井 健司さん

温井さんの１日

9：30 登庁

10：00 国際会議出席に向
けた方針作成

12：00 昼食

13：00 研究班会議

15：00 課内ミーティング

18：30 退庁

食
品
安
全
対
策
や 

感
染
症
対
策
が
主
な
業
務

獣
医
系
技
官
は
、
獣
医
学
分
野
の
公
衆

衛
生
の
知
識
を
活
か
し
、
国
民
の
健
康
を

守
っ
て
い
ま
す
。
獣
医
師
の
資
格
を
有
し

て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。
厚
生
労
働
省

に
お
け
る
獣
医
系
技
官
の
業
務
は
大
き
く

２
つ
に
分
か
れ
ま
す（
囲
み
参
照
）。

１
つ
目
は「
食
品
安
全
対
策
」で
す
。
食

中
毒
対
策
の
立
案
・
実
施
や
、
食
品
の
輸

出
入
な
ど
の
国
際
的
な
課
題
へ
の
対
応
、

食
肉
や
残
動
物
用
医
薬
品
、
遺
伝
子
組
み

換
え
食
品
な
ど
の
安
全
性
の
確
保
が
主
な

業
務
で
す
。
２
つ
目
は「
感
染
症
対
策
」で

す
。
狂
犬
病
や
デ
ン
グ
熱
、
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
、
動
物
が
か
か
わ
る
感
染
症

の
ヒ
ト
へ
の
感
染
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
国
民
へ
の
感
染
症
の
情
報
発
信
や
危

機
管
理
体
制
の
整
備
、
感
染
症
を
媒
介
す

る
動
物
の
輸
入
監
視
が
主
な
業
務
で
す
。

厚
生
労
働
省
内
で
の
配
属
は
も
ち
ろ

ん
、
内
閣
府
、
農
林
水
産
省
や
環
境
省
な

ど
の
他
省
庁
や
国
際
機
関
、
検
疫
所
、
自

治
体
に
出
向
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

２
０
０
０
年
代
初
頭
に
世
界
的
に
Ｂ
Ｓ

Ｅ
 注１

が
流
行
し
ま
し
た
。
当
時
、
厚
生
労

働
省
の
食
品
安
全
対
策
と
し
て
こ
の
問
題

に
対
応
す
る
た
め
に
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
発
生
国
か

ら
の
牛
肉
の
輸
入
を
禁
止
す
る
と
と
も

に
、
国
内
の
牛
に
つ
い
て
は
と
畜
場
に
お

け
る
特
定
部
位
 注2

の
除
去
・
焼
却
と
Ｂ
Ｓ

Ｅ
全
頭
検
査
を
開
始
。
そ
の
後
も
、
徹
底

し
た
対
応
を
継
続
し
た
結
果
、
発
生
数
は

大
き
く
減
少
し
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
リ
ス
ク
は
低
減

し
ま
し
た
。

「
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
発
生
数
が
国
内
外
で
激
減
し

た
後
も
、
全
頭
検
査
を
や
め
る
と
な
る
と

不
安
に
思
う
国
民
や
自
治
体
の
方
も
い
ま

し
た
。
リ
ス
ク
が
十
分
に
低
下
し
た
の
で

科
学
的
な
知
見
を
も
と
に
対
策
を
見
直
す

と
い
う
こ
と
を
、
丁
寧
で
わ
か
り
や
す
く

説
明
を
す
る
の
も
役
割
の
一
つ
で
す
」と
、

医
薬
・
生
活
衛
生
局
の
温
井
健
司
さ
ん
は

説
明
し
ま
す
。
現
在
は
、
日
本
の
食
を
取

り
巻
く
環
境
変
化
や
国
際
化
等
に
対
応

し
、
食
品
の
衛
生
管
理
と
し
て
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ（
ハ
サ
ッ
プ
）を
導
入
し
、
制
度
化
を
進
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(C) 2018 日本医療企画.



どんな仕事をしてるの① 食品安全対策

② 感染症対策 ③ その他

？
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獣医系技官は厚生労働省において、主に食品安全
対策と感染症対策の業務を担っています。また、
各出向先でも同様に専門の知識・知見を活かして
働いています。

め
て
い
ま
す
。

感
染
症
で
は
近
年
、
ワ
ン
ヘ
ル
ス
ア
プ

ロ
ー
チ
 注3

や
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
 注4

な
ど
、
動
物
由

来
感
染
症
が
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
、
海

外
で
流
行
し
て
い
る
感
染
症
の
情
報
収
集

だ
け
で
な
く
、
国
内
の
医
師
や
獣
医
師
を

通
じ
て
情
報
の
収
集
に
努
め
、
そ
れ
を
も

と
に
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
情
報
を

広
く
入
手
し
、
事
前
に
周
知
で
き
れ
ば
、

動
物
の
飼
い
主
や
動
物
に
接
触
し
た
人

へ
、
早
期
の
病
院
の
受
診
を
促
し
た
り
、

動
物
に
対
し
て
感
染
症
を
想
定
し
た
処
置

を
施
す
な
ど
、
医
師
や
獣
医
師
も
適
切
な

診
療
・
対
処
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
」と
、
温
井
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
医
療

13年目の温井さんに聞く

Q1．獣医系技官をめざしたきっかけは？

A１．�獣医師の免許を取得している人たちは、獣医師とし
て臨床現場で勤務するか、企業や研究機関に就職す
るか、公務員になるかに分かれます。獣医師の知識
を持って人の健康保護に携われることに魅力を感じ
て、厚生労働省の獣医系技官をめざしました。また、
「安心して食品を食べられる」という、日本の国民に
とっての“当たり前” の部分を支えている点にもひか
れました。

Q2．�この仕事の魅力を教えてください。

A２．�食中毒事件や感染症の発生などが起きた際に、国民
の関心の最前線で業務にかかわれる点です。いち早
く、何が起こっているのか、何が原因なのかを知り、
その対策を打ち立て、正しい情報を発信することで
国民の健康を守れることが、獣医系技官の仕事のや
りがいです。

Q3．今後の目標を教えてください。

A３．�獣医系技官は食中毒事件等に対応するため、的確に
物事を判断する危機管理能力を磨いていかなければ
なりません。起こりうることを予測し、より問題が
大きくなる前に対策を取らなければならないからで
す。スキルアップのためにも、多くの部署でさまざ
まな経験を積んでいきたいです。

！

注
１  

牛
海
綿
状
脳
症
の
こ
と
。
牛
の
病
気
の
一
つ
で
異
常
プ

リ
オ
ン
タ
ン
パ
ク
質
が
主
に
脳
に
蓄
積
し
、
神
経
症
状

を
呈
し
、
最
終
的
に
死
亡
す
る
。

注
２  

異
常
プ
リ
オ
ン
タ
ン
パ
ク
質
が
溜
ま
る
部
位
で
あ
る
頭

部
、
脊
髄
、
扁
桃
、
回
腸
遠
位
部
な
ど
。

注
３  

動
物
由
来
感
染
症
に
対
し
、
ヒ
ト
・
動
物
・
環
境
の
衛
生

に
か
か
わ
る
者
が
連
携
し
て
取
り
組
む
考
え
方
を
指
す
。

注
４  

重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
の
こ
と
。
主
に
ウ
イ
ル

ス
を
保
有
し
て
い
る
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り

感
染
す
る
。
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
動

物
の
血
液
な
ど
に
直
接
触
れ
た
場
合
、
ヒ
ト
が
Ｓ
Ｆ
Ｔ

Ｓ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。

健康局結核感染症課に所属して、国内外の動物を経由した感
染症について情報収集・周知を行い、その対策を立案・実施
します。

環境省や農林水産省にも出向して、獣医系技官としての専門性
を活かしつつ、各省庁の業務にも取り組みます（災害時の避難
所においてペットの状況を確認する環境省に出向中の獣医系技
官）。

医薬・生活衛生局に所属して、国内の食品や輸入食品の安全性
確保につながる対策を立案・実施します。海外の現地調査も行い、
輸出国における安全対策も進めています。

機
関
、
関
係
団
体
や
研
究
機
関
と
協
力
し

な
が
ら
対
応
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
。

獣
医
学
で
学
ん
だ
知
識
を
活
か
し
な
が

ら
、
食
品
の
安
全
や
動
物
を
経
由
し
た
リ

ス
ク
や
感
染
症
を
防
ぎ
、
国
民
の
健
康
を

守
る
の
が
獣
医
系
技
官
で
す
。

(C) 2018 日本医療企画.




